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i http://100ninmap.com/ 
ii 北雄介：経路歩行実験に基づく都市の様相の分析とモデル化に関する研究, 京都大学学位論文, 2012. 



















































































































































群建物 [1] 住居, [2] マンション, [3] 店舗, [4] 観光, [5] 業務, [6] 茶道 
単体建物 [7] 寺社・境内, [8] 教育施設, [9] 駅, [10] デパート, [11] その他単体建物 
建物の属性 [12] 建物のスケール, [13] 建物の素材, [14] 建物のデザイン, [15] 建物の色彩, [16] 建物の年代, [17] 建物の密度, [18] 建物の立ち方, [19] 建物の付属物, [20] 建物内部の様子 
人・車 [21] 人の数, [22] 観光客・外国人, [23] 子ども, [24] 学生, [25] 人の行動, [26] 車の数 
その他沿道
の要素 
[27] 空地, [28] 塀・壁, [29] サイン, [30] 工事, [31] 駐輪, [32] その他沿道の人工物, [33] 沿道の植物, [34] 沿道の生物, [35] 川・
水路, [36] その他沿道の地形 
上 [37] 空, [38] アーケード 
下 [39] 街路の幅, [40] 街路の色彩・テクスチャ, [41] 街路の勾配, [42] 街路の形態, [43] その他ルート上の街路について, [44] 交差する街路について 
全体・遠方 [45] 明るさ・陰影, [46] 空間の広さ・開放感, [47] 視界・見通し, [48] 前方の寺社, [49] 遠方の山や森 
聴覚 [50] 音環境, [51] 人の声, [52] 人工的な音, [53] 自然の音 
嗅覚 [54] 人工的なにおい・空気質, [55] 自然のにおい 
触覚 [56] 気温, [57] 風 
印象 [58] 好み, [59] 統一性, [60] 普通さ, [61] 調和・特異, [62] 楽しさ・賑わい, [63] 落ち着き・風情, [64] 都市性, [65] 中心性, [66] 日本らしさ, [67] 京都らしさ, [68] 地域らしさ, [69] いかにも, [70] グレード, [71] 生活感, [72] 親しみ, [73] 裏, [74] 歩きやすさ 
その他 [75] 固有名詞（場所）, [76] 固有名詞（建物）, [77] 街路の左右の比較, [78] 街路のサイド 
fig.1 〈経路〉の記録例
fig.2 〈経路〉の記述例（ルートⅠ「[59] 統一性」）









































































                                                          





 〈経路〉 ルートⅠ 
〈100 人〉 
第１回 
距離(km) 2.68 21.14 
人数（人) 30 54 
記録数 1603 2553 
文字数 23326 34503 
文字数／記録数 14.55 13.51 
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を生み出すこともわかった。 
このようなディレンマはリサーチデザインにおいて頻出する。そのディレン
マの構図を明らかにできるだけでも研究の大きな成果となり、各要素の間の調
停案を考えたり、何かの要素に絞った部分問題を取り出したりといった方法で、
研究を前進させることができる。 
ただディレンマの状況において考えたいのが、調停や部分問題化だけでなく、
何かモヤモヤを一気に晴らすブレイクスルーはないだろうか、ということであ
る。そのためには、たとえば「私のための情報」というように目的を再設定する
ことも有効かもしれない。目的と手法が一挙に浮かび上がるところに突破口は
ある。100ninmap projectも現在、それを模索している段階である。 
 
「デザイン学」への問い 
+ デザインプロセスにおける「感じ」の意味合いおよび活かし方。 
+ トレードオフ関係にある諸概念間の調停あるいは突破による、リサーチデザイ
ンの方法論。 
